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源泉徴収が必要な報酬・料金等の範囲は、その報

酬・料金等の支払を受ける者が、個人であるか法人

であるかによって異なっている。

個人の仕事で源泉徴収の対象となる報酬・料金等

は、所得税法204条１項に定められている。

それは、（1）原稿料や講演料、デザイン料等、（2）弁

護士や司法書士、税理士など特定の資格を持つ人に

支払う報酬・料金、（3）社会保険診療報酬支払基金

法の規定により支払われる診療報酬――だ。

さらに、（4）プロスポーツ選手やモデル、外交員な

どに支払う報酬、（5）芸能人や芸能プロダクション等を営む個人に支払う報酬、（6）宴会等において、接待等を行うことを業務と

するホステスや、バーやキャバレーなどに勤めるホステスに支払う報酬、（7）契約金など、役務の提供を約することにより一時に

支払う契約金、（8）広告宣伝のための賞金や馬主に支払う競馬の賞金、のいずれかに該当する報酬・料金であれば、源泉徴収をす

る必要がある。

報酬・料金等の中には、謝礼、研究費、取材費、車代などの名目で支払われているものもあるが、その実態が報酬・料金等と同

じであれば源泉徴収の対象になる。しかし、報酬・料金等の支払者が、直接交通機関等へ通常必要な範囲の交通費や宿泊費など

を支払った場合は、報酬・料金等に含めなくてもよいことになっている。金銭ではなく、物品で支払う場合も報酬・料金等に含

まれるので注意が必要だ。

源泉徴収が必要な報酬・料金等
名目ではなく実態で対象を判断

税理士の

大阪事業部　田中隆文

源泉徴収が必要な報酬・料金等は、金銭で支払う場合だけではなく、例えば、商品券や

高額なブランド品により支払う場合でも、源泉徴収の対象となります。

また、対象となる報酬・料金等の範囲は広く、経理実務上、すべてを把握することは難

しいため、個人事業主の方に報酬を支払われる際には、源泉徴収の要否について、専門

家に相談されながら検討するようにしてください。



経営幹部が身につけるべきコーチングスキル
～コーチングの３つの基本

コンサルの

人材育成ではコーチングスキルと同じぐらい「褒める」ことが必要と言われています。

しかし、上司・先輩に褒められること自体を目的とされてしまうのは正しい育成とは言えません。

褒められることでやる気が上がるのは、給与が上がってやる気が上がるのと「外からの刺激」という意味では

同じで長続きせず、限界があります。大事なのは褒める中でも人の内側からやる気を引き出すコーチングス

キルの一つ、「承認」を意識することです。
コンサルティング事業部

石田竜佑

コーチングとは１対１、即ち上司と一人の部下との関係の中で、部下のやる気を引き出す手法で、一般的にはパーソナルコーチ

ングのことを指します。

コーチングの基本原則は、以下の３点に要約されます。

（1）答えは部下自身が持っている

仕事をする上で部下が壁にぶつかったとき、上司にはその解決法がすぐ浮かぶケースが多いと思います。その場合、上司がその解

決法を部下に直ぐ答えてしまうことは、部下の成長や経験という意味では好ましくありません。部下自身も答えを持っていますが、

それに気付かなかったり、導く方法がわからないだけなのです。

上司は部下自身が答えを導き出せるような働きかけをすべきなのです。

（2）上司は部下の味方である

上司はさまざまな角度から部下を評価します。それをネガティブに受け止めると、部下は上司と一定の距離を置いたり、なかなか

本音を出さなくなったりします。

コーチングを行うときは、できるだけその感覚を排除してやり、部下の存在を認める態度を示す必要があります。部下は上司が自

分の見方であると感じることで信頼関係が醸成され、部下は本音を出しやすくなり、問題解決への有機的なコミュニケーションが

できるようになります。

（3）部下の自発的行動を促す

人は他人から指示されたことに対してよりも、自分で決めたことの方が最後まで責任を持ってやり遂げようとするものです。さら

に、どんな方法で取り組めば最高の結果が出るのかという最良のプロセスを自ら探索するようになります。即ち、自分の中にある

答えを出すということは自分で決めるということですから、自発的に最高のパフォーマンスを求めて行動するようになります。

●答えは部下自身が持っている

●上司は部下の味方である

●部下の自発的行動を促す
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